
研究分担者

34 ●令和 3年度 厚生労働科学研究費補助金エイズ対策政策研究事業

研究要旨

江口有一郎（医療法人ロコメディカル　ロコメディカル総合研究所）

SNS を活用した効果的な啓発手法における方策ごとの
効果的な情報拡散に関する研究7

我々は、HIV 感染リスクが高くHIV 検査への関心を持ちながらも顕在化しにくいターゲット
層に対して、ソーシャルマーケティング手法、および、デジタルマーケティング（検索キーワー
ド等によって特定したターゲット特性に即した有効なメッセージでアプローチする手法）に
よって Twitter による情報発信が有効であることことを明らかにしてきた。今年度は、2017
年度から情報発信している SNS（Twitter）「大阪 HIV 検査 .jp」で獲得したフォロワー属性
を解析し、フォロワー内の「インフルエンサー（SNS で情報発信をするユーザーで SNS の
世界で影響力があるユーザー）」の抽出する検証を行った。その結果、Twitter 利用者とHIV
感染者の比較では Twitter 利用者と HIV 感染者は 20代・男性に多く、HIV 検査啓発の手段
として Twitter のユーザーは親和性があり、また Twitter は 20 歳未満の利用も多く、20
代で感染ピークを迎える前の予防啓発手段としても有効であることが示唆された。さらに@
osaka_hiv のフォロワーを解析したところ、2021 年 11月時点で 1,874 件のフォロワーが
存在し、そのフォロワーのフォロワー数を合計すると、延べ合計は 141万ユーザーであるこ
とが判明した。さらに、それらフォロワーを対象として LGBTQと推定されるフォロワーを
フォローするインフルエンサーのハッシュタグやツイート内容を解析したところ、あるフォ
ロワーをフォローするインフルエンサーに多くの LGBTQを推定させるアカウントが確認で
きた。したがって Twitter を用いた啓発は有意義であり、Twitter による HIV 検査啓発は妥
当と考えられた。また 20歳未満のHIV 予防啓発にも効果が期待できる。
これまで発信してきた「@osaka_hiv」は、情報発信として重要なチャンネルであり、改めて
継続的な情報発信により、効果的な啓発が可能となることが明らかとなった。

研究目的
HIV 感染症の治療における近年の目覚ましい進歩

で HIV 感染症は慢性感染症としてウイルスを抑制
し、AIDS の発症を抑制できる出来る時代となった。
しかし、未だ体内からのウイルスの排除は困難で生
涯治療費も高額（生涯で約 1 ～ 2 億円）であり感染
者および国に与える影響は未だに軽視できない。エ
イズ動向委員会の報告によれば、わが国の年間新規
HIV 感染者および新規 AIDS 患者の報告数は合わせ
て、およそ 1500 件台で推移しており、横ばい傾向
にある。同様に、年間の新規 HIV 感染者報告数と新
規 AIDS 患者報告数の合計数に占める AIDS 患者の
割合（いわゆる、いきなりエイズ率）も約 3 割で、
横ばい傾向で推移している（図 1）。過去約 30 年間、
一次予防・二次予防に関する様々な普及啓発が行わ
れてきたものの、感染防止・早期発見いずれの側面
においても、この横ばい傾向を打開する事が必要で
あり、そのための、有効な普及啓発手法の開発の必
要性が指摘されている。

これまで、我々は、HIV 感染リスクが高く HIV
検査への関心を持ちながらも顕在化しにくいター
ゲット層に対して、ソーシャルマーケティング手

法、および、デジタルマーケティング（検索キー
ワード等によって特定したターゲット特性に即した
有効なメッセージでアプローチする手法）によって
Twitter による情報発信が有効で大阪地区、愛知県
の Twitter 利用者の中の対象者の HIV 検査の受検
の情報発信を行ってきたが、既存の検査センターに
おける Web 申し込みを通じた検査受検へ至ること
は出来ていなかった。Web 予約による受検が至らな
かったことは、Web 予約システムよりは受検キャパ
シティや改めて検査に行かなければならないという
様々なハードルが存在することが推察された（図 2）。
そこで、今年度は、2017 年度から情報発信している
SNS（Twitter）「大阪 HIV 検査 .jp」で獲得したフォ
ロワー属性を解析し、フォロワー内の「インフルエ
ンサー（SNS で情報発信をするユーザーで SNS の
世界で影響力があるユーザー。例：YouTubeででユー
チューバーと言われるユーザー）」の抽出する検証
を行った。
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図 1

図 2 

方　法
昨年度までに実施してきた SNS（Twitter）アカ

ウント「大阪 HIV 検査 .jp」Twitter フォロワーの
特徴、その他を分析し、インフルエンサーの発見と、
発言内容へのリアクションを調査する（図 3）。

図 3

方法

調査 1：
HIV 検査の啓発を Twitter で行うことが適切で

あったかの調査
方法 1 － 1：

総務省公表のソーシャルメディア利用状況に関す
る調査
方法 1 － 2：

年代ごとのソーシャルメディア利用状況と厚生労
働省公表の HIV 感染者の関係

調査 2：
過去の取組で獲得したフォロワー属性の解析と

フォロワー内のインフルエンサーの発見と影響力の
調査

方法
Twitter ア カ ウ ン ト「 大 阪 HIV 検 査 .jp」（@

osaka_hiv）のフォロワーを全て抽出し検証する（抽
出は、Glossom 社の協力を得て実施）。

対象
ツイッターを利用する一般人

研究参加者への説明と同意
Twitter 利用者の中で、ハンドルネームから匿名

で利用していることを判読し、個人は特定できるこ
とが不可能な対象者のみを解析の対象とするため、
同意取得は行っていない。

結　果
＜結果 1＞

総務省公表の資料の
（1）「人口推計」，年齢 (5 歳階級 )、男女別人口 (2021

年 5 月平成 27 年国勢調査を基準とする推計値、
2021 年 10 月概算値），2021 年 10 月 20 日公表

•

振り返り
年までの施策内容としては、大阪 検査 の受け皿に対して、興味関心をベースに

対象となりうるユーザーへの広告配信を実施。
年はコロナの影響も相まって「検査キット」を配布することで、 検査の実施まで

持っていくことが出来た。
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（2）「令和 2 年通信利用動向調査」，過去 1 年間のイ
ンターネット利用経験，2021 年 6 月 18 日公表

（3）「令和 2 年度情報通信メディアの利用時間と情
報行動に関する調査」，主なソーシャルメディア
系サービス / アプリ等の利用率（全年代・年代別），
2021 年 8 月 25 日公表
を参考とし、属性毎の人口にインターネット利用

率と Twitter 利用率を乗算した値を推定利用人数と
するとインターネット利用人口は全国民の約 8 割で
あり、Twitter は全国民の約 4 割が利用しているこ
とが判明した（図 4）。

図 4

また、Twitter 利用者と HIV 感染者を比較した
ところ、Twitter 利用者と HIV 感染者は 20 代・男
性に多く、HIV 検査啓発の手段として Twitter は親
和性があり、またTwitterは 20歳未満の利用も多く、
20 代で感染ピークを迎える前の予防啓発手段として
も有効であることが示唆された。

＜結果 2＞
@osaka_hiv のフォロワーを解析したところ、

2021 年 11 月時点で 1,874 件のフォロワーが存在し、
そのフォロワーのフォロワーの延べ合計は 141 万
ユーザーであることが判明した。国内ユーザー平均
に比べて、@osaka_hiv のフォロワーは男性割合が高
い傾向があった（有意差なし）（図 5）。

@osaka_hiv をフォローするインフルエンサーと
しては、LGBTQ やゲイをカミングアウトしている
インフルエンサーが存在した。また、FF 比率（※ 1）
が低く HIV 検査のターゲットと関連がないインフル
エンサーも存在した（図 6）

図 6
※ 1：FF 比率（フォロー・フォロワー比率）= フォロワー
数 ÷フォロー数 であり，大きい程アカウントの知名度と
他ユーザーへの影響力があることを示す。

さらに、LGBTQ と推定されるインフルエンサー
をフォローするインフルエンサーのハッシュタグや
ツイート内容を解析したところ、LGBTQ を推定さ
せるアカウントが多数、確認できた。

考　察
今回の @osaka_hiv のフォロワーを解析では、FF

比率が高いインフルエンサーは顔出しや Twitter 以
外での活動がありとても影響力が大きいことが推定
されることから、もし彼らがカミングアウトしてい
ない潜在的 LGBTQ であれば、啓発の効果が期待で
きる可能性がある。

また、ゲイをカミングアウトしているインフルエ
ンサーをフォローするインフルエンサーに多くの
LGBTQ やゲイと推定されるアカウントが確認でき
た。Twitter においてゲイをカミングアウトしてい
るコミュニティーが存在することが示唆されること
から、カミングアウト層には特にインフルエンサー
に PR 投稿を協力するなどで、より効果的な啓発が
可能であることが明らかとなった。

具体的な啓発手法としては、非カミングアウト層
へは、（1）Twitter のターゲティング機能によって
啓発を行う。（2）Twitter における Healthcare カテ
ゴリの平均エンゲージメント率は 0.51%であるため

（※ 2）、これより高い @osaka_hiv の投稿を参考に
訴求メッセージを策定する

→ キャッチーなフレーズや疑問・不安を解消する
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メッセージが効果的であると考えられる（図 7）。

図 7
（図 7 注釈）　インプレッション数：ツイートが表示され
た回数。

エンゲージメント数：いいね・リツイート・画像
クリックなどユーザーがツイートに対して行動を起
こした回数の総和。

エンゲージメント率：エンゲージメント数をイン
プレッション数で割ったものであり、高ければツ
イートに対する反応が良いと判断されている、

※ 2：”2021 Social Media Industry Benchmarks”，
https://www.socialinsider.io/blog/social-media-industry-
benchmarks/（2021 年 12 年 22 日閲覧）。

結　論
Twitter を用いた啓発は有意義であり、Twitter

による HIV 検査啓発は妥当と考えられる。また
20 歳未満の HIV 予防啓発にも効果が期待できる。
LGBTQ と推定されるインフルエンサーが存在し、
彼らのコミュニティーも存在した。また、それ以外
にも影響力の大きいインフルエンサーも存在し、そ
れらユーザーは、非カミングアウト層である可能性
があることから、今後の Twitter を用いた啓発によ
り、LGBTQ やゲイのインフルエンサーを巻き込む
ことで、カミングアウトしているコミュニティにア
プローチすることが可能であるのみならず、非カミ
ングアウト層へのアプローチに関しても、Twitter
のターゲティング機能でリーチ可能であると推察さ
れる。

結　語
これまで発信してきた「@osaka_hiv」は、情報発

信として重要なチャンネルであり、改めて継続的な
情報発信により、効果的な啓発が可能となることが

明らかとなった。
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